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「名取市 愛島東部仮設住宅集会所」

Happy Doll Project

愛島東部仮設住宅へは、５カ⽉ぶり２度目の訪問となりました。私たちと顔を合わせ
るなり、仙台駅などで開催された展覧会の様⼦を「新聞で⾒たよ！」と報告してくだ
さった方や、「前回、参加して楽しかったから�」と、今回新たなお友達を誘って参加
してくださった方がいたのは本当に嬉しいことでした。
最初は「慣れない場所、不便な暮らし」と思ったここでの⽣活も、５年も過ぎれば、

それが慣れ親しんだ「日常」になりました。
この秋〜来年にかけて、ここの仮設を離れる方が多くいます。その日まで、仲間と⼀

緒に何かをしたり、笑ったり、楽しかった思い出が、新たな⽣活のエネルギーになって
くれることを祈っています。
「何年も針を持っていないから、私はできないな」と⾔っていた、はっちゃん。いっ

たん針を持ち出したら�嘘のようにどんどん針が進み、周りまでも笑顔にしました。
「手だけじゃなく、目の具合もよくなから�」と遠慮がちにスタートしたのは、えく

こちゃん。細かい工程をいくつも乗り越えて、とってもかわいらしいウサギちゃんがで
きました。
作っている最中も、指がつって思うように動かないはるよさんも、何度も何度もマッ

サージして休憩しながら、２時間後にはかわいらしいクマちゃんを完成させました。
「つくること」に向けるエネルギーは、みるみるうちに人を明るく元気にします。今

回もそんな奇跡に出会った２時間。そこで誕⽣したみなさんの笑顔をぜひご覧ください。




